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「歴史・伝統・文化」「食」「自然」「景観」
「酒田だけの魅力」「情報発信（ＰＲ）」 「酒田愛」

「湊」「港」「産業」「交流」「広域連携」「仕事」

§ 基本構想

都市の将来像（めざすまちの姿）

総合計画審議会 都市の将来像（ビジョン）検討部会において、
委員６名と市職員プロジェクトメンバーで原案を検討

上記を総括したコンセプト・キャッチコピー

（例）『行ってみたい・働きたい・住み続けたい。誰にも愛されるまち酒田』
『市民力で未来を切り開く酒田』
『人財と風土が支える産業・交流都市酒田』

例）酒田港を最大限に活かした産業交流都市酒田

例）「対話」を重視し、市民参画にあふれた協働のまち酒田

例）歴史文化に育まれた地域資源をみんなが好きになって
積極的に発信していくまち酒田

どんどんしゃんしゃん
賑わいも暮らしやすさも共に創る
（ともにつくる）公益のまち酒田

例）誰もが暮らしやすい「ちょうどいい」都市酒田
未来会議、審議会等で
多く出されたキーワードを
３～４つ程度にまとめて
短文で表現

「安全安心」「防災」「環境」「住んでて良かった」
「住みやすさ」「地域交通」

「人」「対話」「つながり」「変化」「協働」「地域」
「公益」「挑戦」「市民参画」「コミュニティ」

果敢にチャレンジできる
産業交流の盛んな港（湊）まち

五感をもてなす感動のまち

対話を通した市民の参加があふれるまち

誰もがいきいきと暮らし
「住み続けたい」と思えるまち

（キーワード）
・移住者など多様な価値観のたくさんの人を受け入れることができる市民
・新しいことにチャレンジできる環境
・酒田の全ての産業活性化
・酒田港や酒田の観光資源を生かしたヒト・モノの交流
・現代の船の発着場 → 港 （港の語源）船着き場
クルーズ船、イカ釣り船団、コンテナ船で賑わう現代の港、
ヒトとモノの交流を表現

・歴史的に受け継いできた「みなと」を表現 → 湊
（湊の語源）水上に人や物が集まる場
日本遺産に認定された北前船寄港地・船主集落に代表される
受け継がれてきた湊町を表現

（キーワード）
・どこにも負けない酒田の資源
（美しい風景や自然の音・香り、豊かな食の味に香り、自然や伝統文化、
人のぬくもり・・・）

・そんな酒田の宝をだれもが誇れる市民、訪れた人を感動させる市民のもてなし
・酒田愛、次代に引き継ぐ酒田の宝
・積極的なシティプロモーション

（キーワード）
・市民参加
・３６人衆から受け継ぐ住民自治、進取の気風
・自分事（当事者意識）、主体性（押し付けられたものではない）
・自分たちのまちは自分たちがつくる

（キーワード）
・どんな人も（多様性）自分らしく
・酒田を愛する市民が酒田に住み続けられる
・地域住民や専門職など多様な主体の連携による支え合い
・防災、衛生、美化等の活動などの市民の支え合い

5/17開催の酒田市総合計画審議会で
協議される予定の案となります。
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